
(大人お一人様につき)※2名 1室利用、エコノミークラス利用として 

※ローンも使用可能です。ご希望の方はお問い合わせください。 

↑そろばんに取り組む子どもたち。 

学ぶ意欲が高く、どんどん吸収していきます。 

（カトロワ校・ブッダガヤ） 

※関西空港使用料税 2,950円、現地空港税等 8,100円、燃油サーチャージ約 30,810円 

（2013年 10月 15日現在。原油価格により変動の可能性あり）は別途お支払いください。 

◆ブッダガヤ訪問予定地：◎無料教育校(カトロワ校、ギャンカップ校)、◎マハーボディ寺院、○スジャータ村 

◆ヴァラナシ訪問予定地：○ガンジス河、○ガート(沐浴場)、◎サールナート 

◆アグラ訪問予定地：◎タージ・マハル、◎アグラ城 

◆ジャイプール訪問予定地：◎シティ・パレス、○風の宮殿、◎アンベール城、◎ジャンタル・マンタル(天文台) 

◆入場・下車・車窓の区別 ◎印＝入場見学、○印＝下車見学のみで入場はしません (赤字は世界遺産) 

〈利用予定航空会社〉エア・インディア、Spice Jet 

〈利用予定ホテル〉デリー：CLARKS INN、ブッダガヤ：R.K.INT、ヴァラナシ：TEMPLE TOWN、 

アグラ：YAMUNA VIEW、ジャイプール：CLARKS AMER  ※または同等クラスのホテル 

〈食事〉朝食 8回／昼食 8回／夕食 8回(全日程食事付き) 

〈添乗員〉関西空港出発から関西空港帰着まで同行いたします。 

〈現地ガイド〉インドを熟知したダルメンドラ氏（無料教育校理事長）がご案内します。 

〈参加資格〉日印教育支援センターの会員になって活動を支援してくださる方。 

(非会員の方は参加申込時にお手続きさせていただきます：年会費 6,000円) 

〈募集人数〉20名  〈最小催行人員〉15名  〈募集締め切り〉2013年 12月 6日(金) 

〈備考〉現地の事情によりスケジュールが一部変更、もしくは前後する場合があります。 

◆出発到着時間の目安 

早朝 朝 午前 昼 午後 夕刻 夜 深夜    
04:00       06:00   08:00           12:00   13:00            17:00   19:00     23:00        04:00 

（学生）※学生は学生証の提示要 

 

↑カトロワ校 

（ブッダガヤ） 

↑ギャンカップ校（ブッダガヤ） 

（学生以外） 

 

 

 

 

 

 

 

日程：2014年 2月 6日(木)～2月 15 日(土) 

日にち 都市名 現地時刻 日程 交通機関 食事 

1 2/6 

(木) 

大阪 

(関空) 

デリー 

11：00 

13：25 

21：35 

関西空港集合 

関西空港出発 

デリー空港到着、ホテルへ移動 デリー泊 

 

AI315 

 

 

機内 

2 2/7 

(金) 

デリー 

パトナ 

ブッダガヤ 

13：00 

14：35 

 

デリーから空路パトナへ 

パトナ空港到着 

陸路ブッダガヤへ     ブッダガヤ泊 

国内線 

 

専用車 

朝 

昼 

夜 

3 2/8 

(土) 

ブッダガヤ 午前 

 

午後 

カトロワ校訪問 

（授業見学、子どもたちとの交流） 

ブッダガヤ探訪：マハーボディ寺院 

   ブッダガヤ泊 

 

専用車 

朝 

昼 

夜 

4 2/9 

(日) 

ブッダガヤ 午前 

 

午後 

ギャンカップ校訪問 

（授業見学、子どもたちとの交流） 

ブッダガヤ探訪：スジャータ村 

     ブッダガヤ泊 

専用車 

 

 

朝 

昼 

夜 

5 2/10 

(月) 

ブッダガヤ 

ヴァラナシ 

朝 

午後 

夜 

陸路ヴァラナシへ 

ヴァラナシ到着、ホテルにて休憩 

ヴァラナシ探訪：ガンジス河でアルティ（炎

の祭り）         ヴァラナシ泊 

専用車 

 

朝 

昼 

夜 

6 2/11 

(火) 

ヴァラナシ 

デリー 

 

アグラ 

早朝 

午前 

午後 

夜 

ガンジス河で日の出を見る 

ヴァラナシから空路デリーへ 

デリー空港到着後、陸路アグラへ 

アグラ着後ホテルへ      アグラ泊 

 

国内線 

専用車 

朝 

昼 

夜 

7 2/12 

(水) 

アグラ 

 

 

午前 

～午後 

 

アグラ探訪：タージ・マハル、アグラ城、

市内見学 

      アグラ泊 

専用車 

 

 

朝 

昼 

夜 

8 2/13 

(木) 

アグラ 

ジャイプール 

午前 

午後 

 

夜 

陸路ジャイプールへ 

ジャイプール探訪：シティ・パレス、ジャ

ンタル･マンタル 

感想交流会      ジャイプール泊 

専用車 

 

朝 

昼 

夜 

9 2/14 

(金) 

ジャイプール 

 

デリー 

午前 

 

午後 

23：15 

ジャイプール探訪：風の宮殿,アンベール城 

陸路デリーへ 

デリー着後、デリー空港へ 

日本に向けて帰国 

専用車 

 

 

AI314 

朝 

昼 

夜 

10 2/15 

(土) 

大阪（関空） 12：05 関西国際空港到着   

↑毎夜開かれる、聖なるガンジス河に 

祈りを捧げる“アルティ”(ヴァラナシ) 



↑インドで最も有名な世界遺産、 

タージ･マハル (アグラ) 

インドのゴールデン・トライアングルといわれるデリー・

アグラ・ジャイプールを巡ります。ここは、多くの世界遺産

や、インドの歴史的建築物など、史跡が集まっています。さ

らに、ガンジス河での沐浴風景で有名なヒンドゥー教の聖地

ヴァラナシ、最も重要な仏跡のひとつ仏教の聖地ブッダガヤ

も訪れます。インドを深く体験・探訪する旅です。 

日印教育支援センターは、インドで最も識字率が低いといわれ

るビハール州で、学校に通うことのできない子どもたちのために

つくられた無料の学校を支援しています。ツアーでは、サポート

するインド現地の学校で、それぞれの得意な分野をインドの子ど

もたちに直に伝える特別授業を行うこともできます(希望者の

み)。これはインドの子どもたちにとって貴重な体験となるだけ

でなく、参加者にとっても有意義な体験となるでしょう。当セン

ターがインドでの普及活動を進めているそろばんのほか、歌や

絵、遊び、ものづくり、語学など、ご自身の持ち味を活かした交

流を体験して下さい(ご希望の方は事前に日印教育支援センター

までご相談ください)。一緒にインドでの国際交流活動・ボラン

ティア活動に取り組むなかで、新しい価値観や自分を変える気付

きを得られるような、「学び」を体験できるスタディツアーです。 

○仏教発祥の地ブッダガヤで、世界遺産『マハーボディ寺院』、

スジャータが釈迦に乳粥を捧げた『スジャータ村』などを巡

ります。 

○沐浴すれば全ての罪が洗い流されるといわれる母なる河ガ

ンジスの街、ヴァラナシで、神秘のインドを体験。 

○古のムガル帝国の首都アグラで、インドで最も多くの観光客

が訪れる『タージ・マハル』を見学。王が過ごした『アグラ

城』も訪れます。 

○象やラクダが行きかう砂漠の街ジャイプルでは、マハラジャ

の宮殿『シティ･パレス』、城の門まで象に乗って登ることが

できる『アンベール城』、天文・建築学を知る天文台『ジャ

ンタル･マンタル』などを探訪。 

 

↑ブッダが覚りをひらいた 

仏教の聖地・マハーボディ寺院 

（ブッダガヤ） 

 

↑巨大な天文観測機器が並ぶ 

ジャンタル・マンタル（ジャイプル） 

 

↑ムガル帝国の絶頂期に建てられた

アグラ城（アグラ） 

 

 

私は 9 月、インドへ一人で無料教育校での 

そろばん指導に行ってきました。 

これまでにはない旅。それが今回存分に体感できます。  

無料教育校での子どもたち。一人ひとりがしっかりとした

目標を持ち、真剣に勉強に取り組んでいます。とても人懐っ

こく、帰国した今でも、子どもたちの様子が気になります。 

その他にも、多くの世界遺産や歴史的建築物などからたく

さんの魅力を感じることができます。  

教育・ボランティア・人・町・文化・建物…。本当に多様

な体感ができます。  

一歩踏み出してみることで、また違う自分が見え、これか

らの新たな道を切り拓くきっかけになるのではないでしょう

か。  

行きましょう！今こそインド！  

立命館大学 経営学部４回生 珠算部部長 河野翔太  

●旅券（パスポート）残存有効期間は、査証（ビザ）申請時６か月以上必要です。 

●申込時にパスポートが必要です。お持ちでない方は、お早めの取得をお勧めします。 

●インド入国にはビザが必要です。代行依頼をする場合には、㈱日本旅行にご連絡ください。 

●予防接種は各自の判断にお任せしますが、専門医へのご相談をお勧めします。  

研修企画：特定非営利活動法人 日印教育支援センター 
〒606-8313 京都市左京区吉田中大路町 31番地の 44 

TEL/FAX：075－771－9654 

E-mail：japan.india.esc@gmail.com 

 

旅行企画・実施： 株式会社 日本旅行 京都四条支店 
〒600-8006 京都市下京区四条通柳馬場西入る 

ニッセイ四条柳馬場ビル2階 

TEL: 075-223-2311  FAX: 075-221-1726 
 

日印教育支援センターは、

インドにおいて教育を受け

る機会のない子どもたちの

ための学校支援を軸に、日本

とインドの教育交流・文化交

流活動を推進する団体です。 

mailto:japan.india.esc@gmail.com
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